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Ⅶ ３年間の子ども交流・体験活動推進事業のまとめ 
 （１） 事業展開のモデル図 
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 （２） 事業展開 
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  ア 応募・参加した児童生徒数                     （人数） 
     小学生 中学生 高校生 保護者・シニア世代 合計 

 応募 参加 応募 参加 応募 参加 応募 参加 応募 参加 

18 年度 161 80 50 21 11 10 19 15 241 126 

19 年度 532 379 36 30 1 1 49 25 618 435 

20 年度  551 411 52 42 0 0 39 39 642 492 

合計 1244 870 138 93 12 11 107 79 1501 1053 

  イ 協力したスタッフ数    （人数） 
 実行委員 青年 高校生 合計 

18 年度 21 20 ＊ 41

19 年度 86 55 56 197

20 年度 130 122 64 316

合計 237 197 120 554

  ウ 取り上げた体験活動の内容                    （％） 
 人間関係作り 自然体験 文化体験 クラフト 野外炊飯 ファイヤー他 その他 

18 年度 11% 16% 21% 11% 11% 16% 16% 

19 年度 15% 26% 7% 19% 17% 9% 7% 

20 年度 26% 33% 6% 9% 14% 7% 6% 
  エ 主な体験活動の事例 

 人間関係作り 自然体験 文化体験 クラフト 野外炊飯 ファイヤー他 その他 

18 年度 

アイスブレイ

ク、班別ミーテ

ィング、交流タ

イム、井戸端会

議 

低山ハイキン

グ、海上カヌー

レース、火おこ

し 

めんこ、お

はじき、羽

根つき、カ

ルタ、福笑

い、もちつ

き 

ネイチャー

クラフト、

竹とんぼ 

カレーライ

ス 

ファイヤー

のつどい、室

内プラネタ

リウム 

親からの

手紙、わか

ちあいタ

イム 

19 年度 

アイスブレイ

ク、交流ゲーム 
夜の森探検、山

里歩き、川の生

きもの、カッタ

ー、登山、動物

観察、星座観察 

 

竹馬、投げ

輪等日本

の伝統遊

び 

粘土細工、

食器作り、

貝 殻 ア ー

ト、ツリー、

焼板、絵手

紙、木工 

バームクー

ヘン、流し

そうめん、

カレーライ

ス、ＢＱ 

ファイヤー、

クリスマス

会 

救命講習、

ロープワ

ーク、親か

らの手紙 

20 年度 

アイスブレイ

ク、ふれあいタ

イム 

昆虫採集、筏レ

ース、野鳥・野

草・動物・天体

等観察、地引き

網、無人島探検、

里山歩き、火お

こし、カヌー体

験、アドベンチ

ャーラリー、登

山、川遊び 

まゆ細工、

竹炭、もち

投げ、民

話、凧上げ

木工、貝殻

・画用紙ア

ート、竹食

器、キャン

ドル、木の

葉書 

水なしカレ

ー、ピザ、

流しそうめ

ん、焼きそ

ば、ホット

ドック、Ｂ

Ｑ 

ファイヤー、

クリスマス

版ニュース

ポーツ、クリ

スマス会 

親への手

紙 

  オ 啓発普及の取り組み 

 研修会名・開催日等 参加者数 取り上げた内容 

18 年度 

○「事業成果報告研修会」 

平成 19 年２月 23 日（金） 

14:00～16:00 自治ｾﾝﾀｰ 

市町村青

少年教育

関係者等

（46 名）

・講演「地域で人間力の育成にどのように取り組むか」 

（日本福祉大学情報社会科学部教授：中川晴夫） 

・企画運営を担当した青年リーダーの方からの報告等 

・「であい・ふれあい・わかちあい合宿報告書」2000 部発行、

県内小中高等学校・市町村・社会教育施設等に配布 

19 年度 

○「人間力育成フォーラム」 

平成 20 年２月 12 日（火） 

10:00～11:50 東大手庁舎 

市町村青

少年教育

関係者等

（62 名）

・観点別活動報告と研究協議 

（進行：東海市教育委員会副教育長：藤原一成） 

・危機管理、地域との連携、大学院との連携、青年との協働、

事業評価等をテーマに協議 

・「活動事例集」2000 部発行、県内小中高等学校・市町村・

社会教育施設等に配布 

20 年度 
中京女子大学准教授時安和行をチーフアドバイザーとして、野外活動を得意とする NPO 法人・学校関係

者の協力を得て「子ども交流・体験活動ハンドブック」を 200 部発行、市町村・社会教育施設等に配布

※ ＊：募集せず 

※ 青年：県で養成した青年指導者（「青年リーダー」と呼ぶ）

も含めて、18 歳から 35 歳くらいまでの、子どもたちの体験

活動をサポートした青年指導者数をさす。 

※ 高校生：個人あるいは団体（部活動）として、事業に協力

した高校生ボランティア数をさす。 

※ 各年度の

全事業日程の

中で、各項目に

示された体験

活動の占める

企画数の割合

を示した。 
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 （３） 成果と課題 

 
ア 成果 

子どもの人間力の育成を目指した３年間の継続した事業展開により、地域社会に多様な世代と地域

団体、青年指導者との連携・協働体制が形成され、地域の活性化やその教育力向上に寄与する活動が

可能となった。 

○ 地域における体験活動の拡大 

 
○ 青年教育の機会の提供 

 

 

 

 

 

○ 次世代を展望した青年指導者の養成 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 課題 

○ 多様な体験活動のプログラムの開発 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の教育力を高めるための協働のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

○ 青年指導者のネットワークの形成 

   

青年指導者や高校生ボランティアが、行政や地域団体などと協働で事業を企画運営し、 
地域の実態に応じた体験活動が行われた。また、自然体験にとどまらず、身近な地域社会の

歴史や文化をとらえ直す体験活動が企画され、多様な体験活動が展開された。その結果、 
子どもの人間力の育成に寄与する活動が、県内各地で展開された。 

県における青年指導者の養成事業である「愛知県青年講座」の修了生が、各実行委員会に

おいて継続的に指導的立場で企画運営に携わり、そのスキルアップが図られた。青年指導者

の活用促進をはかることで、体験活動に果たす青年指導者の役割が行政や各実行委員会で認

知されることとなり、充実した青年教育の機会となった。 

３年間継続して事業にかかわった青年指導者が、行政や各実行委員会と協働し、地域にお

ける新たな青年指導者の養成に積極的にかかわった。この結果、一部の地域では、高校生な

ど新たな青年指導者の養成の観点から、企画運営会議が開かれることとなり、次世代のリー

ダー養成まで視野に入れた事業が展開された。地域の子どもを青年が育成し、それを通して

青年自らが育ち、また指導を受けた子どもがやがては青年指導者として活躍するという枠組

み作りが今後期待できる。 

自然体験やクラフト体験による交流にとらわれず、地域の環境・産業・歴史や伝統文化な

どを体験しながら学ぶ多様な体験活動のプログラムを開発したい。これにより、多様な世代

と様々な職種をもつ地域住民との協働事業が可能となり、結果として子どもの人間力の育成

が期待できる。子どもにとってもっとも身近な生活基盤である地域社会への興味関心を育

て、地域社会との関係の中で自己実現の機会を提供することが必要である。 

各実行委員会が、地域の多様な教育資源を結びつけるコーディネーターの役割を果たした

が、事業の継続性という観点から、地域の社会教育施設を活用し、それを拠点として体験活

動が展開できるような体制をつくりたい。たとえば、毎年実施される社会教育施設のオープ

ンデーなどの機会を活用し、その開催に向けて、青年指導者・行政・地域団体との協働体制

ができれば、より効率的な事業展開が可能となる。この協働体制作りを通して、地域の大人

が子どもの育成に積極的に関わっている価値観を醸成することが必要である。 

青年指導者は、子どもにとって、地域で社会貢献活動をする人間のもっとも身近なモデル

としての役割を果たす。異世代協働事業の教育効果を高めるには、青年指導者のサポートが

欠かせない。継続した青年指導者のサポートを得るためには、その青年指導者間のネットワ

ークをつくる機会を提供し、その組織化を図る必要がある。 


